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	少子高齢化や人口減少が進む中、地域の多様な人と人、人と資源が世代や分野を超えつながることで、互いの暮らしを支え合えるような、地域共生社会が求められています。その方向性は多岐にわたりますが、持続可能な社会を構築するために、徳島に暮らす私たち一人ひとりに何ができるのか、一緒に考えてみませんか。�
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